
多世代に行き交わるイノベーションキャンパス
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筑波技術大学 三年建築学コース 潟見武龍

本計画地は、保育園・小学校・大学が隣接する教育集積エリ
アに位置し、日常的に多世代が交差する環境にある。さらに、
つくば駅に近接し観光客の往来も見られることから、地域内
外の人々が出会う結節点としての可能性を有している。加え
て、バス循環網が整備されており、高い交通利便性を備えた
場所である。

多世代に行き交わる
イノベーションキャンパス

計画地周辺の分析ポイント
データ

予備調査内容を載せてみましょう
グラフや写真などを用いて説明が良いと思

います。
計画背景に繋がる情報を載せましょう

計画地の分析

本学の写真とか、図面とか課題展など
上記の説明に関連する情報を載せる

中途半端に斜め
文字が気持ち悪
い。
また、文字の大
きさがバラバラ
つくば駅とある
場所はつくば駅
ではなく公園で
ある。
この場合は、矢
印を入れて、
至：つくば駅と
いう表現が適切
また、つくば中
央公園の情報も
入れるべきでは

計画背景

計画地

つくば公園通り

本課題は、天久保キャンパスと連携する新たな学習・研究拠
点を、つくば市吾妻地区に計画するものである。敷地は市街
地や公園に隣接し、大学のみならず研究機関・企業・行政な
ど多様な主体が交わる可能性を持つ立地である。教育効果の
向上や共同研究を促進する空間構成を提案するとともに、既
存の天久保キャンパスの再生・再活用を視野に入れ、二拠点
の関係性を活かした未来のキャンパス像を構想する。

つくば市吾妻は人口総数：5997人
0～9歳 ：704人
10～19歳：669人
20～29歳：456人
30～39歳：737人
40～49歳：1085人
50～59歳：1028人
60～69歳：560人
70～79歳：226人
80～89歳：54人
90～99歳：13人

(統計局ホームページ：国勢調査より)

(統計局ホームページ：国勢調査より)
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つくば市吾妻 人口推移 0～4歳や10～14歳、40
～50代の中年代層も多い
ことが分かる。
これは子育て世帯が多く
住んでいる地域である。

人口構成から、子ども/
親世代/若者が自然に関
わり合える空間が必要だ
と感じた。
子どもが多いことから、
安全性や見通しの良さを
確保だけでなく若者が自
由に過ごせる空間も求め
られると考える。



一階 図書室

三・四階 講堂

一階 ホール

広場

～3Ⅾparts～

建築計画で
は、建物全
体に曲線的
な構成を取
り入れるこ
とで、空間
に柔らかく
親しみやす
い印象を与
えることを
試みた。

西 断面図

北 断面図

また、広場は公園のような
開放性と包容力を備えた空
間とし、人々が自然に集ま
り、滞在し、交流が生まれ
る場となることを目指した。
単なる通過空間ではなく、
地域の日常を受け止める
「居場所」として機能する
ことを意図している。

保育園・小学校・大学が隣接する教育集積エリアに位置し、日常的に
多世代が交差する環境にある。
さらに、つくば駅に近接し観光客の往来も見られることから、地域内
外の人々が出会う結節点としての可能性を有している。加えて、バス
循環網が整備されており、高い交通利便性を備えた場所である。

～Map～ ダイアグラム 有機的なボリュームを分棟配置することで建物間に「余白」を生み出し、人・風・光が通り抜ける構成
中央には中庭を設け、各棟を緩やかにつなぐ回遊動線を計画することで、人々が自然に行き交い、多世代が交差する場を提供

回遊動線

・限定されない自由な移動
・歩きたくなる散策性
・多世代が交差する動線の重なる

周囲の緑を活かし、自然と調和した、誰も
が心地よく過ごせる空間を目指した。現行
の天久保キャンパスと連携しながら、新た
な学習・研究拠点をつくば市吾妻地区に創
出する構想である。大学施設としての機能
を持ちながらも、地域に開かれ、小学生か
ら大学生まで多世代が集い、それぞれが
「遊び・学び・集中・休息」を自由に選択
できる場を提案する。計画地である周辺に
は、保育園、小学校、大学が隣接し、日常
的に多世代が行き交う環境が形成されてい
る。この地域特性を活かし、周囲の豊かな
緑と連続する空間構成を取り入れることで、
自然と調和し、誰もが心地よく滞在できる
コミュニティ空間の創出を目指した。また、
大学施設でありながらも、一般的なキャン
パスの閉鎖的な印象を和らげ、公園のよう
に気軽に立ち寄れる開放的な環境を形成す
ることを意図している。

平面図のスケールを合わせて
大きく表示を！
1階は「配置兼1階平面図」という名前であり、周辺の道路の色や歩道も色があった方が良い
さらに色つけると分かりやすい。
立面の方向を示しているマークは不要
３階や４階の建物の周りに木のような表現があるがこれは何でしょうか。不要です。

ダイアグラムはこの４つでは？
３つに集約しても良いし、４つに並べても良いと思います。

設計趣旨

カフェ・食
堂を設け、
大学に隣接
する立地を

活かして、
朝・昼・夜
を通して利
用しやすい
計画とした。

北側に駐車
場を配置し、
車両動線を
裏側にまと
めることで、
歩行者動線
と分離し、
交通安全に
配慮した計
画としてい
る。

学習や活動の場
としている。

本計画は、新たな学習・研究拠点を「開かれた交流の
場」として位置づけ、大学内外の多様な人々が自然に
交わる環境を創出することを目的とする。単なる教育
施設ではなく、学び・研究・地域活動が重なり合うこ
とで、新しい価値が生まれるキャンパス像を目指した。
建築計画では、建物を分棟配置とし、中央に広場を設
けることで、人の流れと滞在が生まれる構成とした。
円形のボリュームを採用することで、周辺環境と調和
した柔らかな印象を与えるとともに、視界の広がりや
回遊性を確保している。また、中庭や吹抜けを設ける
ことで、自然光や風を積極的に取り込み、快適で開放
的な学習環境を実現した。さらに、天久保キャンパス
との関係性を意識し、新拠点は「交流と発信」の場、
既存キャンパスは「専門性と蓄積」の場として役割を
整理することで、二拠点が補完し合う構成を構想して
いる。本計画は、未来の学び方や働き方に応答する、
新しいキャンパスのあり方を提案するものである。

本計画は、周囲の豊かな緑を活かし、自
然と調和した誰もが心地よく過ごせる空
間を創出することを目的とする。
計画地周辺には保育園・小学校・大学が
隣接し、日常的に多世代が行き交う環境
が形成されている。この地域特性を活か
し、小学生から大学生までが集い、「遊
び・学び・集中・休息」をそれぞれの
ペースで選択できる場を提案する。閉鎖
的になりがちな大学施設のイメージを和
らげ、公園のように気軽に立ち寄れる開
放的な環境を形成することで、地域と大
学の新しい関係性を築くことを意図した。
この地域特性を活かし、周囲の豊かな緑
と連続する空間構成を取り入れることで、
自然と調和し、誰もが心地よく滞在でき
るコミュニティ空間の創出を目指した。
建築計画では、建物を分棟配置とし、中
央に広場を設けることで、人の流れと滞
在を促す構成とした。円形のボリューム
は周辺環境と調和する柔らかな印象を与
え、視界の広がりや回遊性を生み出す。
また、中庭や吹抜けを設けることで自然
光や風を取り込み、快適で開放的な学習
環境を実現している。

本計画は、周囲の豊かな緑を活かし、自然と調和した誰もが心地よく過
ごせる空間を創出することを目的とする。現行の天久保キャンパスと連
携しながら、つくば市吾妻地区に新たな学習・研究拠点を構想し、大学
の枠を超えて地域へと開かれたキャンパス像を目指した。
計画地周辺には保育園・小学校・大学が隣接し、日常的に多世代が行き
交う環境が形成されている。この地域特性を活かし、小学生から大学生
までが集い、「遊び・学び・集中・休息」をそれぞれのペースで選択で
きる場を提案する。閉鎖的になりがちな大学施設のイメージを和らげ、
公園のように気軽に立ち寄れる開放的な環境を形成することで、地域と
大学の新しい関係性を築くことを意図した。
建築計画では、建物を分棟配置とし、中央に広場を設けることで、人の
流れと滞在を促す構成とした。円形のボリュームは周辺環境と調和する
柔らかな印象を与え、視界の広がりや回遊性を生み出す。また、中庭や
吹抜けを設けることで自然光や風を取り込み、快適で開放的な学習環境
を実現している。
さらに、新拠点を「交流と発信」の場、天久保キャンパスを「専門性と
蓄積」の場として役割を整理し、二拠点が相互に補完し合う関係性を構
想した。本計画は、自然・地域・学びが重なり合うことで新たな価値を
生み出す、未来志向のキャンパスモデルを提案するものである。

本計画は、周囲の豊かな緑を活かし、自然
と調和した誰もが心地よく過ごせる空間の
創出を目指すものである。現行の天久保
キャンパスと連携しながら、つくば市吾妻
地区に新たな学習・研究拠点を構想し、大
学という枠にとどまらず地域に開かれた場
を提案する。計画地周辺には保育園・小学
校・大学が隣接し、日常的に多世代が行き
交う環境が形成されている。この地域特性
を活かし、小学生から大学生までが集い、
「遊び・学び・集中・休息」を自由に選択
できるコミュニティ空間を目指した。
建築計画においては、建物を一体化した四
角形ではなく、円形の構成を採用した。硬
い印象を避け、周辺の穏やかな雰囲気と調
和させるとともに、視界が広がる開放的な
空間を実現するためである。さらに、三つ
の円形ボリュームを分棟配置し、その間に
広場を挿入することで、人の流れや交流が
自然に生まれる構成とした。二階の広場も
各棟をつなぐ動線として機能させ、上下階
を含めた回遊性を確保している。
自然・地域・学びが重なり合い、多様な
人々が出会い、滞在し、関係性を育む場。

配置兼一階平面図

駐車場

歩道

道路

二階平面図 三階平面図 四階平面図
建物を単純な矩形ではなく、円形を基調とし
ながらもそれを変形させた有機的な形態を採
用した。この形態は、いわゆる「アメーバ
状」「有機的形態（オーガニックフォー

ム）」と呼ばれるデザインに近い。直線や直
角を避け、曲線によって構成されることで、
視線や動線が自然に流れ、内部と外部の関係
も連続的になる。また、分棟配置とすること
で建物同士の間に生まれる余白が中庭や広場
となり、建築とランドスケープが一体となっ
た環境を形成している。

この形は単なるデザイン的操作ではなく
①周辺環境との調和
②柔らかく包み込む空間性
③多様な居場所を生む分棟構成
④内外の連続性の確保
意図から導かれた、有機的な空間構成の
結果である。

「自然風の通り道」
・分棟配置により風の抜け道を確保し、自然換気
・中庭と外部を連続させ、滞留しない通風環境を形成

「自然光の通り道」
・円形の中庭と吹抜けにより、安定した自然光を内部
・ボリュームを分散し、影の干渉を抑えた均質な採光

１．円形

2．「有機的形態（オーガニックフォーム）」
に近いデザインの形
曲線によって、視線や動線が自然に流れ、内部
と外部の関係も連続的になる。

図書室を配置し、
筑波公園通りに
面する立地特性
から、小学校や
保育園の子ども
たちが立ち寄り、
宿題や読書がで
きる場としてい
る。

3．「分棟配置とランドスケープが一体化」

分棟配置と建物同士の間に生まれる余白が中庭
や広場となり、ランドスケープ採用し、
環境を形成している。

現天久保キャンパスと連携し、つ
くば市吾妻地区に大学の枠を超えて
地域に開かれた新たな学習・研究拠
点を構想した。
保育園・小学校・大学が隣接する
地域特性を活かし、小学生から大学
生までが集い「遊び・学び・集中・
休息」を自由に選択できる多世代共
生コミュニティ空間の提案である。
建築計画では、硬い印象を避け周
辺環境に馴染む「円形」の有機的形
態を採用した。三つのボリュームを
分棟配置して「余白」となる広場を
挿入することで、人・風・光が通り
抜け、交流が自然に生まれる構成と
している。
また、二階広場を各棟を繋ぐ動線
として機能させ、上下階を含めた高
い回遊性を確保した。自然・地域・
学びが重なり合い、多様な人々が出
会い、滞在し、豊かな関係性を育む
場を提供する。

建築形態の検証 余白となる広場空間



広場

一階 図書室

一階 ホール

三・四階 講堂

情報がスカスカです！
余白部分は説明文が欲しい
人と人が会話している内容も吹き出し
で表示しても良いと思います

眺めが良い講堂だなこの後1階のラウン
ジで課題しよう！

建築計画で
は、建物全
体に曲線的
な構成を取
り入れるこ
とで、空間
に柔らかく
親しみやす
い印象を与
えることを
試みた。

北 断面図

立面にも色をつけましょう。平面もできれば

もう一つパースを載せてみては！

良い元気だな！

カフェとか行こ！

おーい。ここだよ！

北 断面図

西 断面図

一階 食堂

どこにする？
あの席にしようか
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